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報告事項２ 旭川市ケアマネジメント基本方針の見直しに向けた検討について 

 

 

１ 見直しに向けた検討の背景 

現在，介護人材不足の深刻化が生じている中，その解消に向けて介護人材確保に向けた

取組を検討し実施しているが，効果の発現時期と効果の大きさについて見通しを持つこと

が困難な状況にある。その一方，後期高齢者人口の増加や高齢者を取り巻く社会環境の変

化等により，特に居宅介護支援事業所や地域包括支援センターなどの介護事業所において

業務量の増加が見込まれる。 

そのため，介護人材確保に係る取組の実施とともに現行の制度運用について目的と業務

量のバランスの点から見直しを進めることが必要であると考え，具体的な見直し事項につ

いて検討し，関係団体との意見交換も踏まえて，旭川市ケアマネジメント基本方針の見直

しを進めることとなったもの。 

 

２ 旭川市ケアマネジメント基本方針 

   本方針は，自立支援に資する居宅介護支援，介護予防支援及び第１号介護予防支援事業

（以下「ケアマネジメント」という。）により，高齢者一人ひとりが自分らしい生活の延伸

を実現していくために，ケアマネジメントに求められる多様な事項を踏まえ，本市が重要

とする事項を整理し，保険者（市）と介護支援専門員が共通の認識を持って一体的に自立

支援を推進していくことを目的とするもので，令和４年４月に策定した。 

【旭川市ケアマネジメント基本方針の構成】 

１ 趣旨 ２ 基本的事項  

３ 具体的事項（１）課題分析（２）目標の設定（３）支援内容（４）サービスの選択 

（５）期間の設定（６）サービス担当者会議（７）モニタリング 

       （８）期間満了後の更新又は終了の判断 

  

３ 策定の経過等 

（１）策定 

令和３年度第３回高齢者福祉専門分科会において審議がなされており，その際の，本

分科会における事務局説明と主な意見は次のとおり。 

【事務局説明】 

ケアマネジメントに求められている多様な事項を整理し，本市が重要とする事項を介

護支援専門員及び介護保険事業者に示すことにより，介護支援専門員の過度な負担を軽

減し，行政と介護支援専門員が一体となって介護保険法の基本理念である高齢者に対す

る「自立支援」を強化していくことを目的としている。 

【主な意見】 

介護支援専門員の過度な負担の軽減と行政とケアマネが手を携えて「自立支援」を強

化することについて一定の理解を示すことができる。しかし，残念ながらこの目標を達

成するにあたり，当該基本方針案では介護支援専門員の負担は増えることが危惧される。 
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（２）改正の目的及び内容 

制定後の運用状況を踏まえ，一部改正が必要と判断し，令和５年度第１回高齢者福祉

専門分科会において審議を求めた後，令和５年７月に改正している。その際の本分科会

における事務局説明と主な意見は次のとおり。 

【事務局説明】 

６か月という期間設定が望ましくないケアプランに６か月を機械的に設定しなけれな

ならない状況を改善することを目的として，原則６か月という考え方を基本としながら，

そのような原則に該当しないケースを具体的に示すもの。 

【主な意見】 

 事務局からご説明いただいたことは原理原則という部分はあるかと思うが，市内で高

齢者の生活を支えるという中で，事業所への事前連絡や説明，物事を進める前段として

事業所等の実態を把握されて，ケアマネジャーの連絡協議会の皆さんと相談しながら，

最終的に施策を作っていただきたいという思いがある。 

 

４ 見直しに向けた検討状況 

   行政と介護支援専門員が共通の認識を持って一体的に自立支援を推進していくため，本

方針は必要であることから，具体的事項の規定内容のうち，代替策が期待でき，業務量に

係る負担軽減が期待できる事項として，「（５）期間の設定」を対象として，現在，旭川市

居宅介護支援事業所等連絡協議会及び地域包括支援センターと協議を進めている。 

   今後，協議終了後，本方針の改正案について，本分科会に，報告事項として提出予定。 

 

 

 


